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運用報告書（全体版） 

次世代米国代表株ファンド 

 

愛称：メジャー・リーダー 

 
 

第50期（決算日：2025年12月８日） 

第51期（決算日：2026年３月９日） 
 

 

 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

ここに謹んで運用経過等をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、よろし

くお願い申し上げます。 

 

商品分類 追加型投信／海外／株式 

信託期間 無期限（2013年５月28日設定） 

運用方針 

次世代米国代表株マザーファンド受益証券へ
の投資を通じて、主として米国において取引
されている次世代の米国経済の主役となり得
ると委託会社が判断した企業の株式に投資を
行い、信託財産の成長をめざします。マザー
ファンド受益証券の組入比率は高位を維持す
ることを基本とします。実質組入外貨建資産
については、原則として為替ヘッジを行いま
せん。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
ファンド 

次世代米国代表株マザーファン
ド受益証券を主要投資対象とし
ます。 

マ ザ ー 
ファンド 

米国の株式を主要投資対象とし
ます。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
ファンド 

株式への実質投資割合に制限を
設けません。 
外貨建資産への実質投資割合に
制限を設けません。 

マ ザ ー 
ファンド 

株式への投資割合に制限を設け
ません。 
外貨建資産への投資割合に制限
を設けません。 

分配方針 

経費等控除後の配当等収益および売買益（評
価益を含みます。）等の全額を分配対象額と
し、分配金額は、基準価額水準、市況動向等を
勘案して委託会社が決定します。ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わない
ことがあります。また、分配金額は運用実績
に応じて変動します。原則として、決算日の
基準価額水準が当初元本額10,000円（10,000
口当たり）を超えている場合には、当該超え
ている部分について、分配対象額の範囲内で、
全額分配を行います。（資金動向や市況動向等
により変更する場合があります。） 

 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

◇MUZ-260790-0000-20260309◇ 
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次世代米国代表株ファンド

ファンドマネージャーのコメント
　当期間の運用で主眼を置いたポイントをご説明
いたします。

（投資環境についての考え方）
　当期間においては、関税問題を中心とするトラ
ンプ政権の政策については楽観的な見方も台頭し
ていましたが、落としどころが読みづらいことに
変わりはなく、不透明感が完全に払拭されるには
至っておりませんでした。その一方で、インフレ
は鎮静化の方向にあり、利下げのペースについて
は不透明感が残るものの、少なくとも金融政策が
利下げ方向へと転換したことは確かだと考えまし
た。加えて、景気と企業業績は比較的堅調に推移
しているなど、株式市況を取り巻く好環境は大き
く崩れてはいませんでした。好悪の両材料を織り
込むかたちで市況は推移し、現行水準からの上値
は重い一方で、下値もまた限定的と予想しました。

（ポートフォリオの構築についての考え方）
　米国の株式を主要投資対象とし、値上がり益の
獲得をめざして運用を行いました。銘柄選定にあ
たっては、今後の経済環境、社会構造に関する見
通しを基に、変化に対応し成長が見込まれる投資
銘柄を厳選し、約30銘柄に投資を行ってまいりま
した。
　主として米国の強みでもあるインターネットと
それに伴う消費関連分野、ＡＩを含むソフトウェ
アやサービスとそれを支える半導体、ヘルスケア
領域における先進的な医療など、中長期的に妙味
があると考える領域で事業を行う企業の成長に注
目しました。同時に、比較的歴史のある企業であ
りながら、絶え間ない自己革新により環境変化に
対応する企業にも目を配りました。
　当期間は、適宜銘柄の見直しを行った結果、期

間の初めと期間末では、資本財・サービス業種に
おいて１銘柄を入れ替えました。航空機メーカー
である「BOEING CO/THE」を全売却し、同業種
でより投資妙味が大きいと考えた航空宇宙会社で
ある「FTAI AVIATION LTD」を新規買付しまし
た。
　 こ の よ う な 運 用 を 行 い ま し た 結 果 、
「CATERPILLAR  INC」や「LAM  RESEARCH 
CORP」などの組入銘柄の値上がりに加えて、米
ドルが対円で上昇したことから、基準価額は期間
の初めに比べ8.6％（分配金再投資ベース）の上昇
となりました。

運用担当者
西　直人
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次世代米国代表株ファンド

本資料の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 
（ Ｎ Ｙ ダ ウ ） 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（配当込み、 
円換算ベース） 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

42期(2023年12月７日) 10,000 297 3.0 39,917 4.6 91.4 － 75,040 

43期(2024年３月７日) 10,000 1,400 14.0 43,480 8.9 89.6 － 81,615 

44期(2024年６月７日) 10,000 694 6.9 45,878 5.5 93.6 － 113,246 

45期(2024年９月９日) 9,019 0 △ 9.8 43,763 △ 4.6 95.0 － 131,040 

46期(2024年12月９日) 10,000 687 18.5 50,973 16.5 93.7 － 147,228 

47期(2025年３月７日) 9,181 0 △ 8.2 48,167 △ 5.5 95.3 － 161,852 

48期(2025年６月９日) 9,495 0 3.4 47,498 △ 1.4 96.5 － 179,800 

49期(2025年９月８日) 10,000 562 11.2 51,828 9.1 91.8 － 183,908 

50期(2025年12月８日) 10,000 1,156 11.6 57,408 10.8 94.1 － 186,329 

51期(2026年３月９日) 9,731 0 △ 2.7 58,291 1.5 94.7 － 210,096 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 基準価額動向の理解に資するため、参考指数を掲載しておりますが、当ファンドのベンチマークではありません。 

（注） ダウ・ジョーンズ工業株価平均（ダウ工業株30種）とは、ダウ・ジョーンズが米国を代表する30銘柄を選出し指数化したものです。日

本では、「ダウ平均」、「ＮＹ（ニューヨーク）ダウ」、「ダウ工業株30種」などと呼ばれています。当ファンドは、委託会社等の責任のも

とで運用されるものであり、ダウ・ジョーンズは、その運用成果および当ファンドの取引に関して、一切の責任を負いません。ダウ・

ジョーンズ工業株価平均（ＮＹダウ）（配当込み、円換算ベース）は、ダウ・ジョーンズ工業株価平均をもとに、委託会社が計算したも

のです。 

（注） 外国の指数は、基準価額への反映に合わせて前営業日の値を使用しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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次世代米国代表株ファンド

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 

（ 参 考 指 数 ） 
ダウ・ジョーンズ工業株価平均 
（ Ｎ Ｙ ダ ウ ） 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

 騰 落 率 
（配当込み、 
円換算ベース） 

騰 落 率 

第50期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2025年９月８日 10,000 － 51,828 － 91.8 － 

９月末 10,224 2.2 53,044 2.3 96.8 － 

10月末 11,009 10.1 56,365 8.8 97.8 － 

11月末 11,144 11.4 57,237 10.4 97.9 － 

(期  末)       

2025年12月８日 11,156 11.6 57,408 10.8 94.1 － 

第51期 

(期  首)       

2025年12月８日 10,000 － 57,408 － 94.1 － 

12月末 10,082 0.8 58,537 2.0 96.6 － 

2026年１月末 10,003 0.0 58,206 1.4 97.2 － 

２月末 9,971 △ 0.3 59,586 3.8 95.5 － 

(期  末)       

2026年３月９日 9,731 △ 2.7 58,291 1.5 94.7 － 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」は買建比率－売建比率。 
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運用経過
第50期～第51期：2025年９月９日～2026年３月９日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

（百万円）

0

200,000

400,000

600,000

800,000

2025/９/８ 2025/11/７ 2026/１/８

純資産総額：右目盛
基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

参考指数：左目盛

第 50 期 首 10,000円
第 51 期 末 9,731円
既払分配金 1,156円
騰 落 率 8.6％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

次世代米国代表株ファンド

― 4 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_1099160.indd   403_コメント-費用-TER_10pt_1099160.indd   4 2026/04/16   9:27:142026/04/16   9:27:14



3

次世代米国代表株ファンド

基準価額は期間の初めに比べ8.6％（分配金再投資ベース）の上
昇となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

「CATERPILLAR INC」や「LAM RESEARCH CORP」などの組
入銘柄の値上がりに加えて、米ドルが対円で上昇したことが基準
価額の上昇要因となりました。

上昇要因

「SERVICENOW INC」や「ROBLOX CORP -CLASS A」など
の組入銘柄の値下がりなどが基準価額の下落要因となりました。

下落要因

次世代米国代表株ファンド
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第50期～第51期：2025年９月９日～2026年３月９日

投資環境について

米国株式市況
米国株式市況は上昇しました。
期間の初めから2025年10月末にかけて
は、米労働市場の減速などを背景に米利
下げ期待が高まったことに加え、堅調な
企業業績も追い風となり、株価は上昇し
ました。11月に入ると、これまで株式市
場を牽引していたＡＩ（人工知能）関連
株の調整が続き、市場全体の重石となり
ました。しかし11月下旬には、再び利下
げ期待が高まったことで株価は上昇に転
じ、12月以降も米連邦準備制度理事会

（ＦＲＢ）による利下げ決定や底堅い米
国景気が支えとなり、概ね堅調に推移し
ました。2026年３月には米国によるイラ
ンへの軍事行動を受けて地政学リスクが
意識され、株価が不安定な動きとなる場
面もみられましたが、結果として、期間
の初めからの株価は上昇となりました。

為替市況
期間の初めに比べ、米ドルは対円で上昇
しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

次世代米国代表株ファンド
次世代米国代表株マザーファンド受益証
券を通じて米国株式に投資を行いました。

次世代米国代表株マザーファンド
米国の株式を主要投資対象とし、値上が
り益の獲得をめざして運用を行いました。
銘柄選定にあたっては、今後の経済環境、
社会構造に関する見通しを基に、変化に
対応し成長が見込まれる投資銘柄を厳選
し、約30銘柄に投資を行ってまいりまし
た。
主として米国の強みでもあるインター
ネットとそれに伴う消費関連分野、ＡＩ
を含むソフトウェアやサービスとそれを

支える半導体、ヘルスケア領域における
先進的な医療など、中長期的に妙味があ
ると考える領域で事業を行う企業の成長
に注目しました。同時に、比較的歴史の
ある企業でありながら、絶え間ない自己
革新により環境変化に対応する企業にも
目を配りました。
当期間においては、関税問題を中心とす
るトランプ政権の政策については楽観的
な見方も台頭していましたが、落としど
ころが読みづらいことに変わりはなく、
不透明感が完全に払拭されるには至って
おりませんでした。その一方で、インフ
レは鎮静化の方向にあり、利下げのペー

次世代米国代表株ファンド
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スについては不透明感が残るものの、少
なくとも金融政策が利下げ方向へと転換
したことは確かだと考えました。加えて、
景気と企業業績は比較的堅調に推移して
いるなど、株式市況を取り巻く好環境は
大きく崩れてはいませんでした。好悪の
両材料を織り込むかたちで市況は推移し、
現行水準からの上値は重い一方で、下値
もまた限定的と予想しました。
このような環境下、成長が持続するかど
うかを踏まえながら、中長期的に業績拡
大余地の大きい優良成長株に投資を行い

ました。
適宜銘柄の見直しを行った結果、期間の
初めと期間末では、資本財・サービス業
種において１銘柄を入れ替えました。
また、企業ごとの業績動向を踏まえつつ、
株価の動きに対応した個別銘柄の組入比
率調整を適宜行いました。
航空機メーカーである「BOEING CO/
THE」を全売却し、同業種でより投資妙
味が大きいと考えた航空宇宙会社である
「FTAI AVIATION LTD」を新規買付し
ました。

第50期～第51期：2025/９/９～2026/３/９

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けてお
りません。右記のグラフは当ファンド（ベビーファン
ド）の基準価額と参考指数の騰落率との対比です。
参考指数はダウ・ジョーンズ工業株価平均（ＮＹダウ）
（配当込み、円換算ベース）です。

※ファンドの騰落率は分配金込みで計算して
います。

（％）

－5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

第50期
2025/９/８ ～
2025/12/８

第51期
2025/12/８ ～
2026/３/９

ファンド
参考指数

基準価額と参考指数の対比（騰落率）

次世代米国代表株ファンド
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分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目 第50期
2025年９月９日～2025年12月８日

第51期
2025年12月９日～2026年３月９日

当期分配金（対基準価額比率） 1,156（10.362％） －（－％）

当期の収益 1,134 －

当期の収益以外 21 －

翌期繰越分配対象額 200 201

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

次世代米国代表株ファンド

― 8 ―

03_コメント-費用-TER_10pt_1099160.indd   803_コメント-費用-TER_10pt_1099160.indd   8 2026/04/16   9:27:152026/04/16   9:27:15



10

次世代米国代表株ファンド

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

次世代米国代表株ファンド
マザーファンド受益証券を高位に組み入
れる方針です。

次世代米国代表株マザーファンド
関税や金融政策における不透明感が完全
に払拭されるには至っておりません。加
えて、ＡＩ関連投資を巡る過熱感に対し
ての警戒が市況の上値を抑える展開も想
定されます。その一方で、インフレは鎮
静化の方向にあり、利下げペースには依
然として不透明感が残るものの、金融政
策において緩やかな利下げスタンスが維
持されると考えております。加えて、景
気と企業業績は比較的堅調に推移してい
るなど、株式市況を取り巻く好環境は大
きく崩れてはいません。好悪の両材料を
織り込むかたちで市況は推移し、現行水
準からの上値は重い一方で、下値もまた
限定的と予想しています。
米国特有の大きなイノベーションが起
こっている分野に注目して、変化に機動
的に対応し、恩恵を受け得る新しい次世
代企業に投資します。景気や金利の動向
についての不透明感は、完全には払拭さ
れていない状況ですが、マクロ動向の如
何にかかわらず、イノベーションなどの
中長期的な投資テーマに変化はないもの
と考えます。現在は、引き続き米国の強

みでもあるインターネットとそれに伴う
消費関連分野、ＡＩを含むソフトウェア
やサービスとそれを支える半導体、ヘル
スケア領域における先進的な医療など、
中長期的に妙味があると考える領域で事
業を行う企業の成長に注目しています。
同時に、比較的歴史のある企業でありな
がら、絶え間ない自己革新により環境変
化に対応し続けている優良企業にも目を
配っています。投資対象銘柄の中長期的
な成長余地は大きいと判断しています。

次世代米国代表株ファンド
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次世代米国代表株ファンド

2025年９月９日～2026年３月９日

１万口当たりの費用明細

項目
第50期～第51期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 82 0.795 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (38) (0.368) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (41) (0.400) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (3) (0.027) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 4 0.038 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (4) (0.038)

(ｃ)そ の 他 費 用 0 0.003 (ｃ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (0) (0.002) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合　　計 86 0.836

作成期中の平均基準価額は、10,332円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

次世代米国代表株ファンド
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（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.60％です。

総経費率
1.60％

運用管理費用（投信会社）
0.74％

運用管理費用（販売会社）
0.80％

運用管理費用（受託会社）
0.05％

その他費用
0.01％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比

率とは異なります。

次世代米国代表株ファンド
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次世代米国代表株ファンド

○売買及び取引の状況 (2025年９月９日～2026年３月９日) 

 

銘 柄 
第50期～第51期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
次世代米国代表株マザーファンド 8,136,740 56,440,000 5,540,887 39,495,000 

 
 
 

○株式売買比率 (2025年９月９日～2026年３月９日) 

 

項 目 
第50期～第51期 

次世代米国代表株マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 101,782,457千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 216,961,229千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.46   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年９月９日～2026年３月９日) 

 

＜次世代米国代表株ファンド＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜次世代米国代表株マザーファンド＞ 

区       分 

第50期～第51期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 50,422 41,139 81.6 35,087 3,136 8.9 

平均保有割合 92.2%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ信託銀行、モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券です。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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次世代米国代表株ファンド

○組入資産の明細 (2026年３月９日現在) 

 

銘 柄 
第49期末 第51期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

次世代米国代表株マザーファンド 26,652,450 29,248,303 205,287,991 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2026年３月９日現在) 

項 目 
第51期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

次世代米国代表株マザーファンド 205,287,991 97.2 

コール・ローン等、その他 5,810,775 2.8 

投資信託財産総額 211,098,766 100.0 
 
（注） 次世代米国代表株マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（220,715,629千円）の投資信託財産総額（228,195,948千

円）に対する比率は96.7％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝158.71円    

 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第50期末 第51期末 

2025年12月８日現在 2026年３月９日現在 

  円 円 

(A) 資産 209,003,376,323   211,098,766,652   

 コール・ローン等 1,776,807,734   210,771,448   

 次世代米国代表株マザーファンド(評価額) 176,861,546,040   205,287,991,082   

 未収入金 30,365,000,000   5,600,000,000   

 未収利息 22,549   4,122   

(B) 負債 22,673,418,648   1,002,276,653   

 未払収益分配金 21,539,548,977   －   

 未払解約金 340,553,869   168,619,406   

 未払信託報酬 791,514,455   831,764,298   

 その他未払費用 1,801,347   1,892,949   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 186,329,957,675   210,096,489,999   

 元本 186,328,278,352   215,905,229,356   

 次期繰越損益金 1,679,323   △  5,808,739,357   

(D) 受益権総口数 186,328,278,352口 215,905,229,356口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,000円 9,731円 
 
 
  

親投資信託残高 
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次世代米国代表株ファンド

○損益の状況 

項 目 
第50期 第51期 

2025年９月９日～ 
2025年12月８日 

2025年12月９日～ 
2026年３月９日 

  円 円 

(A) 配当等収益 1,270,600   2,202,115   

 受取利息 1,270,600   2,202,115   

(B) 有価証券売買損益 21,934,605,310   △5,041,191,475   

 売買益 22,534,641,742   33,817,037   

 売買損 △   600,036,432   △5,075,008,512   

(C) 信託報酬等 △   793,315,802   △  833,657,247   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 21,142,560,108   △5,872,646,607   

(E) 前期繰越損益金 1,491,488,347   1,059,259,502   

(F) 追加信託差損益金 △ 1,092,820,155   △  995,352,252   

 (配当等相当額) (   2,633,092,266)  (  3,267,393,270)  

 (売買損益相当額) (△ 3,725,912,421)  (△4,262,745,522)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 21,541,228,300   △5,808,739,357   

(H) 収益分配金 △21,539,548,977   0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,679,323   △5,808,739,357   

 追加信託差損益金 △ 1,092,820,155   △  995,352,252   

 (配当等相当額) (   2,639,445,217)  (  3,280,999,280)  

 (売買損益相当額) (△ 3,732,265,372)  (△4,276,351,532)  

 分配準備積立金 1,094,499,478   1,059,259,502   

 繰越損益金 －   △5,872,646,607   
 

（注） (B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 183,917,380,195円 

作成期中追加設定元本額 48,444,875,612円 

作成期中一部解約元本額 16,457,026,451円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.9731円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は5,808,739,357円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2025年９月９日～ 
2025年12月８日 

2025年12月９日～ 
2026年３月９日 

費用控除後の配当等収益額 459,329,173円 －円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 20,683,230,935円 －円 

収益調整金額 2,639,445,217円 3,280,999,280円 

分配準備積立金額 1,491,488,347円 1,059,259,502円 

当ファンドの分配対象収益額 25,273,493,672円 4,340,258,782円 

１万口当たり収益分配対象額 1,356円 201円 

１万口当たり分配金額 1,156円 －円 

収益分配金金額 21,539,548,977円 －円 
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次世代米国代表株ファンド

○分配金のお知らせ  

 第50期 第51期 

１万口当たり分配金（税込み） 1,156円 0円 
 
・ 分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・ 分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・ 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

 

＊三菱ＵＦＪアセットマネジメントでは本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱

い販売会社にお問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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